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論 文 内 容 の 要 旨 
【目的】 
子宮平滑筋腫瘍はそのほとんどが良性の子宮筋腫であり，閉経により自然縮小し MRIによる検査精度
向上に伴い，無症状では経過観察を行うケースが増加している．この場合まれに存在する平滑筋肉腫
や異型筋腫を除外することが必要となるが，MRIでの鑑別が困難な症例も少なくない．そこで我々が
以前より行っている子宮筋層病変針生検（針生検）で得た標本に平滑筋肉腫に関する新規バイオマー
カーである LMP2 と既存の Ki-67を用いた免疫染色を行い，子宮平滑筋腫瘍の術前診断向上を目的と
して今回の研究を行った． 
【対象】 
2000年～2013年に当科で針生検を行った症例のうち，通常筋腫 (UL) 21例，異型筋腫 (AL)7例，平
滑筋肉腫 (LMS)6例の 34例を対象とした． 
【方法】各症例の針生検標本に対し抗 LMP2ならびに Ki-67抗体免疫染色を行って染色強度と範囲を
基準にスコア化しスコアの和を免疫組織学的スコア（IS）とした.また各症例の血清 LD値や閉経の有
無をもとにスコア化し臨床スコア（CS）とした．ISと CSの和をトータルスコア（TS）とし組織型と
スコアについて Mann-whitney U test を用いて検討を行った．さらに cut off 値を設定し感度特異
度についての検討も行った． 
【結果】 
LMP2および Ki-67スコアを用いた検討では ULと AL（p<0.05），ULと LMS（p<0.01）の中央値に有意
差を認め，ISおよび TSを用いた検討では UL・AL・LMSの中央値に有意差がみられた（p<0.01）．UL
と LMS の鑑別については IS および TS を用いた検討ともに同様の結果となったが，AL と LMS の鑑別
においては TS を用いて検討した場合により良好な検査精度が得られた（cut off 値 3，感度 83％特
異度 86％）． 
【結論】 
IS を利用した子宮平滑筋腫瘍の術前診断の可能性が示唆された．TS を用いることにより LMS と AL
の鑑別診断の精度向上が期待される． 
 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 
 婦人科疾患のうち最も頻度の高い疾患のうちのひとつである子宮筋腫はこれまでその大きさによ
り手術が行われてきたが，閉経により自然縮小することから近年では経過観察を行うケースが増加し
ている．この場合子宮筋腫と同じく平滑筋腫瘍であり，子宮筋腫に類似した平滑筋肉腫や異型筋腫の
除外診断を行うことが必要と考えられる．本論文の内容は子宮平滑筋肉腫に対する新規バイオマーカ
ーである LMP2 を利用することで生検による子宮平滑筋腫瘍術前診断の精度が向上するとした，こ
れまでにはみられない研究の成果を発表したものである． 
子宮筋腫 21 例，異型筋腫 7 例，平滑筋肉腫 6 例の 34 例を対象とし，針生検により得た標本に対し
LMP2 ならびに Ki-67 抗体免疫染色を行いその染色強度と範囲を基準にスコア化し，スコアの和を免
疫組織学的スコアとしている．本論文ではさらに血清 LD 値や閉経の有無をスコア化して臨床スコア
とし，これらの和をトータルスコアとして検討を行っている．  
研究結果としては，LMP2 および Ki-67 スコアを用いた検討で子宮筋腫と異型筋腫のスコアの中央値
に有意差（p<0.05），子宮筋腫と平滑筋肉腫の中央値に有意差（p<0.01）がみられている．また両ス
コアの和である免疫組織学的スコアを用いて検討を行った場合には，子宮筋腫・異型筋腫・平滑筋肉
腫のスコアに有意差がみられている（p<0.01）．この結果はトータルスコアを用いた検討の結果も同
様であるが，異型筋腫と平滑筋肉腫の鑑別に関してはトータルスコアを用いて検討した場合に，Cut 
off 値=3・感度=83％・特異度=86％とより良好な検査精度が得られている． 
これらの研究成果からは，LMP2 抗体を利用した免疫組織学的検討を行うことにより子宮平滑筋腫瘍
の術前生検診断が向上するものと期待される．本研究の成果はこれまで困難であった平滑筋肉腫にお
ける術前診断を可能とするのみならず，手術を望まない子宮筋腫患者の保存的管理を安全に行うため
の指針の一つとなる可能性もあると考えられた．以上より，本研究者は博士（医学）の学位を授与さ
れるに値すると判断された． 
